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航
空
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
政
策
に
つ
い
て

米
国－
Ｅ
Ｕ
間
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
を
始
め
、
世
界
で
は
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
（
航
空
自
由
化
）
が
進
展
し
て
お
り
、
競
争

が
激
化
す
る
と
同
時
に
利
用
者
利
便
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

日
本
も
現
在
五
ヶ
国
・
地
域
（
韓
国
・
タ
イ
・
マ
カ
オ
・
香
港
・
ベ
ト
ナ
ム
）
と
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
協
定
を
締
結
し
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
「
首
都
圏
空
港
を
除
く
」
と
い
う
制
限
が
か
か
っ
て
い
る
。
首
都
圏
空
港
を
除
い
た
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
政

策
は
世
界
で
他
に
例
を
見
な
い
。

「
首
都
圏
空
港
を
除
く
」
理
由
と
し
て
国
土
交
通
省
は
、
「
空
港
容
量
に
制
約
が
あ
り
、
新
た
な
発
着
枠
が
な
い
た
め

オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
に
し
て
も
他
国
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
と
言
う
が
、
成
田
・
羽
田
と
同
様
に
混
雑
空
港
で
あ
る
ヒ
ー
ス

ロ
ー
空
港
（
ロ
ン
ド
ン
）
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
ー
空
港
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
に
よ
り
路
線

の
改
編
や
航
空
会
社
間
の
発
着
枠
の
融
通
に
よ
り
利
便
性
の
向
上
が
見
ら
れ
る
。

近
年
、
航
空
機
性
能
の
向
上
や
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
の
台
頭
に
よ
り
、
日
本
を
経
由
し
な
い
「
米
国－

ア
ジ
ア
」
直
行
便

が
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
五
月
の
米
中
合
意
で
は
、
「
二
〇
一
二
年
ま
で
に
米
中
直
行
便
を
倍
増
す
る
」
と
し
て
お

一



り
、
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ッ
シ
ン
グ
は
益
々
進
行
す
る
。

首
都
圏
空
港
を
含
め
て
更
な
る
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
政
策
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

二

首
都
圏
の
発
着
枠
の
拡
大
に
つ
い
て

日
本
の
首
都
圏
の
発
着
枠
は
成
田
・
羽
田
を
足
し
て
年
間
約
五
十
万
回
、
二
〇
一
〇
年
の
拡
張
後
も
約
六
十
二
万
回
程
度

で
あ
る
。
一
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
発
着
枠
は
三
空
港
で
約
百
万
回
、
ロ
ン
ド
ン
は
五
空
港
で
約
百
三
十
万
回
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
に
目
を
転
じ
る
と
、
上
海
四
十
一
�
〇
万
回
、
北
京
三
十
七
�
七
万
回
、
ソ
ウ
ル
二
十
七
�
七
万
回
で
あ
る
が
、

今
後
の
拡
張
計
画
が
す
で
に
あ
り
、
成
田
・
羽
田
の
発
着
枠
を
追
い
抜
く
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

発
着
枠
拡
大
の
た
め
に
、
都
心
上
空
の
飛
行
を
含
め
た
飛
行
ル
ー
ト
の
拡
大
、
成
田
空
港
の
能
力
制
限
と
な
っ
て
い
る
百

里
空
域
の
削
減
、
或
い
は
自
衛
隊
と
の
共
同
運
用
、
横
田
空
域
の
更
な
る
米
軍
か
ら
の
返
還
、
管
制
の
工
夫
な
ど
を
さ
ら
に

進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

ち
な
み
に
、
ロ
ン
ド
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
都
市
上
空
を
航
空
機
が
飛
行
し
て
い
る
。
日
本
で
も
大
阪
や
福
岡
で
は
都

市
上
空
を
飛
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
工
夫
に
よ
り
、
世
界
の
主
要
都
市
並
に
首
都
圏
全
体
で
百
万
回
を
実
現
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

二



三

成
田
空
港
の
発
着
枠
の
、
本
邦
航
空
会
社
の
半
数
確
保
に
つ
い
て

世
界
の
主
要
空
港
で
は
、
自
国
の
航
空
会
社
が
国
際
線
発
着
枠
の
半
分
を
確
保
し
て
い
る
。

一
方
、
成
田
空
港
で
は
、
本
邦
航
空
会
社
の
発
着
枠
は
約
四
十
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
後
、
日
本
の
国
際
線
発
着
枠
は
米

国
航
空
会
社
に
有
利
に
配
分
（
約
二
十
七
％
）
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

激
化
す
る
世
界
と
の
航
空
競
争
を
対
等
に
戦
う
た
め
に
は
、
他
の
主
要
国
と
同
レ
ベ
ル
の
発
着
枠
を
本
邦
航
空
会
社
に
配

分
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

四

成
田
空
港
の
滑
走
路
能
力
の
活
用
に
つ
い
て

成
田
空
港
は
、
騒
音
問
題
の
た
め
発
着
回
数
に
制
約
が
多
く
、
そ
の
能
力
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

滑
走
路
の
能
力
だ
け
で
言
え
ば
、
六
時
〜
二
十
三
時
の
間
だ
け
で
も
年
間
約
四
十
万
回
の
発
着
能
力
が
あ
る
（
現
在
は
約

二
十
万
回
）
。

Ｎ
Ａ
Ａ
（
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
）
で
も
、
地
元
に
対
し
て
発
着
枠
を
年
間
三
十
万
回
に
す
る
提
案
を
し
て
お
り
、
早

期
に
地
元
住
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
政
府
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

五

成
田
空
港
の
Ａ
・
Ｂ
滑
走
路
別
権
益
配
分
の
見
直
し
に
つ
い
て

三



成
田
空
港
は
二
本
の
滑
走
路
の
発
着
枠
が
別
々
に
権
益
配
分
さ
れ
て
お
り
、
あ
た
か
も
別
空
港
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
を
見
回
し
て
も
例
を
見
な
い
特
殊
な
事
例
で
あ
る
。

Ａ
滑
走
路
（
四
千
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
就
航
し
て
い
る
中
小
型
機
に
よ
る
短
距
離
便
を
Ｂ
滑
走
路
（
二
千
百
八
十
メ
ー
ト

ル
）
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
機
材
の
大
型
化
や
新
た
な
長
距
離
線
の
就
航
が
可
能
に
な
る
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
Ｂ
滑
走
路
が
延
長
（
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
）
さ
れ
れ
ば
、
就
航
距
離
や
就
航
機
材
の
制
約
が

大
き
く
減
少
す
る
た
め
、
一
般
的
な
空
港
と
同
じ
よ
う
に
滑
走
路
別
の
権
益
配
分
を
廃
止
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
を
問
う
。

六

羽
田
空
港
の
再
拡
張
に
伴
う
発
着
枠
の
割
り
振
り
に
つ
い
て

羽
田
空
港
は
、
二
〇
一
〇
年
十
月
に
第
四
滑
走
路
が
供
用
開
始
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
昼
間
の
発
着
回
数
は
年
間
約
二
十

九
�
六
万
回
か
ら
四
十
�
七
万
回
に
増
加
す
る
。

増
加
し
た
約
十
一
万
回
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
は
、
ま
ず
は
三
万
回
の
み
を
国
際
線
に
配
分
す
る
と
し
て
い

る
。し

か
し
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
内
需
拡
大
に
期
待
が
薄
い
中
、
ア
ジ
ア
の
成
長
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
む
こ

四



と
が
必
須
で
あ
り
、
利
便
性
の
高
い
羽
田
空
港
と
ア
ジ
ア
・
世
界
を
結
ぶ
こ
と
が
日
本
の
国
際
競
争
力
の
維
持
・
向
上
の
た

め
に
必
要
だ
と
考
え
る
。
三
万
回
に
留
ま
ら
ず
、
今
後
羽
田
空
港
の
昼
間
の
発
着
枠
を
さ
ら
に
国
際
線
に
割
り
当
て
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

七

羽
田
空
港
か
ら
の
国
際
線
就
航
先
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
羽
田
空
港
再
拡
張
後
の
昼
間
の
国
際
線
に
つ
い
て
は
、
「
近
距
離
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
路
線
と

し
て
、
ソ
ウ
ル
、
上
海
等
の
都
市
、
さ
ら
に
北
京
、
台
北
、
香
港
ま
で
就
航
」
と
し
て
い
る
が
、
就
航
先
を
行
政
が
制
約
す

る
の
は
そ
も
そ
も
お
か
し
い
。

世
界
の
金
融
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
成
長
の
著
し
い
都
市
と
結
ば
れ
る
こ
と
こ
そ
利
用
者
利
便
性
や
日
本
の
国
際
競
争
力
が
向

上
す
る
も
の
で
あ
り
、
就
航
先
の
選
定
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

八

羽
田
空
港
の
夜
間
の
発
着
枠
に
つ
い
て

先
般
、
国
土
交
通
省
は
羽
田
空
港
の
夜
間
の
国
際
線
に
つ
い
て
、
欧
米
を
含
め
た
都
市
と
の
間
で
、
年
間
三
万
回
の
運
航

を
認
め
る
と
発
表
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
夜
間
に
限
定
し
た
取
扱
い
で
は
、
現
地
の
発
着
時
間
帯
が
限
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
旅
客
利
便
性
が
低
く
、
柔
軟
な
路
線
設
定
が
で
き
な
い
た
め
、
各
国
の
理
解
も
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し

五



た
時
間
の
規
制
は
撤
廃
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

九

羽
田
空
港
の
国
際
化
と
地
方
の
活
性
化
に
つ
い
て

地
方
自
治
体
の
中
に
は
、
羽
田
空
港
の
国
際
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
国
内
線
へ
配
分
さ
れ
る
発
着
枠
が
減
り
、
当
該
自

治
体
に
不
利
益
に
な
る
と
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

し
か
し
、
発
着
枠
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
っ
て
も
、
利
用
者
の
少
な
い
地
域
に
は
航
空
会
社
は
就
航
し
な
い
。
航
空
路
線
が
充

実
す
る
こ
と
で
地
域
が
発
展
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
が
発
展
す
る
こ
と
で
航
空
路
線
が
充
実
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
羽
田
空
港
が
国
際
化
す
る
こ
と
で
訪
日
外
国
人
の
利
便
性
が
向
上
し
、
羽
田
空
港
を
経
由
し
た
地
方
訪
問
が
増
加

す
る
。

羽
田
空
港
の
国
際
化
に
よ
り
、
地
方
の
活
性
化
を
推
進
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

十

空
港
整
備
特
別
会
計
の
透
明
性
向
上
と
効
率
化
に
つ
い
て

民
主
党
の
ス
タ
ン
ス
は
、
す
べ
て
特
別
会
計
は
廃
止
さ
れ
て
一
般
会
計
化
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
特
別

会
計
を
前
提
と
し
た
質
問
を
行
う
。

空
港
整
備
特
別
会
計
は
「
全
国
プ
ー
ル
制
」
に
な
っ
て
お
り
、
個
別
空
港
の
収
支
情
報
が
非
開
示
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非

六



効
率
な
整
備
・
運
営
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
利
用
者
負
担
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

�

政
府
は
す
べ
て
の
個
別
空
港
の
、
収
支
の
公
表
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

�

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
空
港
整
備
・
運
営
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
効
率
化
を
推
進
し
、
利
用
者

負
担
を
軽
減
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

十
一

規
制
緩
和
時
代
の
透
明
性
の
あ
る
航
空
行
政
に
つ
い
て

�

羽
田
な
ど
混
雑
空
港
の
国
内
線
発
着
枠
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
交
通
省
が
「
第
三
者
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
路

線
や
航
空
会
社
へ
の
発
着
枠
配
分
を
答
申
し
て
い
る
が
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
国
土
交
通
省
が
選
出
し
て
い
る
。
こ
の
答
申

を
受
け
、
現
状
で
は
、
役
所
が
通
達
に
よ
り
、
発
着
枠
配
分
を
決
め
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
政
府
が
進
め
て
き

た
航
空
の
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
消
費
者
利
便
は
向
上
し
て
き
た
が
、
今
後
の
発
着
枠
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
を
損

な
う
こ
と
の
無
き
よ
う
、
国
土
交
通
省
か
ら
独
立
し
た
、
よ
り
透
明
性
の
高
い
「
第
三
者
委
員
会
」
と
す
る
よ
う
、
改
善

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

航
空
会
社
に
は
、
路
線
の
参
入
・
撤
退
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
路
線
休
止
提
案
時
に
国
土
交

通
省
か
ら
航
空
会
社
に
対
し
て
文
書
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
自
由
化
と
は
逆
行
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
原
則

七



に
反
す
る
実
質
的
な
行
政
指
導
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
行
政
の
行
為
は

や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

国
際
線
の
発
着
枠
配
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の
方
針
決
定
や
配
分
方
法
に
利
用
者
利
便
性
の
向
上
や
競
争
促
進
の
観
点
は

な
く
、
航
空
会
社
へ
の
配
分
に
つ
い
て
の
明
確
な
基
準
も
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
は
是
正
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

本
来
は
、
国
民
利
便
性
向
上
の
見
地
か
ら
自
由
な
競
争
を
促
進
す
る
べ
き
行
政
が
、
過
去
の
経
緯
か
ら
国
民
利
便
性
の

向
上
を
阻
害
す
る
よ
う
な
競
争
制
限
的
な
規
制
を
行
っ
て
い
る
。
成
田
は
国
際
線
拠
点
空
港
、
羽
田
は
国
内
線
拠
点
空
港

と
い
う
政
策
も
完
全
撤
廃
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

十
二

Ｎ
Ａ
Ａ
の
経
営
効
率
化
に
つ
い
て

Ｎ
Ａ
Ａ
は
、
現
在
完
全
民
営
化
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
に
役
員
は
国
土
交
通
省
を
中
心
と
し
た
天

下
り
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
天
下
り
を
完
全
に
な
く
し
、
ま
た
、
多
数
の
関
連
子
会
社
を
作
り
優
先
的
に
委
託
す
る
手
法
は

や
め
て
、
経
営
の
効
率
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

八


